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序
　これまで我々は、４人の被験者からなる集団による探索
行動実験を行ってきた1)。さらに、より大人数の集団が経
路を探索し、他者を誘導していく際の集団行動を明らかに
することを目指し、８人の被験者からなる集団で実験を
行った。その３・その４では、その結果の中で、他者の誘
導に用いられた言葉、および実験後の被験者が描画した地
図および風景に着目して報告する。
1. 実験システム
　既報1)と同じ FreeWalk-VRML である。被験者は各自の
計算機の前に座り、アバタ(化身)を介して仮想現実空間に
参加する(図 1)。アバタの目から見た仮想現実空間内の風
景は各被験者の計算機の画面上に表示され、被験者はキー
ボードを用いて仮想現実空間内を歩行する。また被験者用
の計算機にはＣＣＤカメラとヘッドセットを備え付けた。
ＣＣＤカメラはリアルタイムで撮影した被験者の表情を、
自分自身のアバタの頭部に表示する(図 2)。被験者はヘッ
ドセットを介して他の被験者と会話できる。
2. 被験者　
　18 歳～35 歳の大学生、大学院生、研究生および社会人
48人(男性26人、女性22人)が、８人ずつに分かれて実験
に参加した。各被験者の属性と人間関係を表1 に示す。
3. 実験方法　
　以下の２種類の実験を連続して行った。
3-1. 競合協調型の探索行動実験　用いた迷路を図3に示
す。表 1 中グループＡの被験者４人のアバタは図3 中Ａ、
グループＢの被験者４人のアバタは図3中Ｂの地点に向か
い合わせの状態で立つ。教示　「みなさんは今、同じ迷路の
別々の場所に２つのグループに分かれて立っています。こ
ちらが合図をしたら、他のチームよりも早く、ゴールと書
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被験者Ａ 被験者Ｃ 被験者Ｅ 被験者Ｇ 被験者Ｂ 被験者Ｄ 被験者Ｆ 被験者Ｈ
アバタ　白色 アバタ　赤色 アバタ　青色 アバタ　黒色 アバタ　緑色 アバタ　黄色 アバタ　紫色 アバタ　橙色

事例１ 24歳　男 24歳　男　 24歳　女 23歳　女 23歳　女 24歳　男　 23歳　女 24歳　男　
大学５回生 大学院Ｍ１ 大学院Ｍ１ 大学院Ｍ１ 研究生 大学院Ｍ１ 大学院Ｍ１ 大学５回生
(建築学) (建築系) (建築系) (建築系) (建築系) (建築系) (建築系) (建築学)

事例２ 19歳　男 20歳　男　 19歳　男 19歳　男 19歳　男 20歳　男　 19歳　男 19歳　男
大学１回生 大学１回生 大学１回生 大学１回生 大学１回生 大学１回生 大学１回生 大学１回生
(理学) (理学) (理学) (理学) (理学) (理学) (理学) (理学)

事例３ 20歳　女 21歳　女　 22歳　女 22歳　女 22歳　女 20歳　女 21歳　女　 22歳　女
大学２回生 大学３回生 大学４回生 大学４回生 大学４回生 大学２回生 大学３回生 大学３回生
(法学) (物理工学) (農学) (農学) (文学) (法学) (教育学) (文学)

事例４ 19歳　女 20歳　男　 19歳　男 19歳　男 19歳　女 18歳　女 20歳　女 19歳　男　
大学１回生 大学１回生 大学１回生 大学１回生 大学１回生 大学１回生 大学１回生 大学１回生
(総合人間学) (総合人間学) (総合人間学) (総合人間学) (総合人間学) (総合人間学) (総合人間学) (総合人間学)

事例５ 25歳　女 21歳　男　 20歳　男 19歳　男 35歳　女 25歳　男　 21歳　男　 19歳　男　
大学４回生 大学３回生 大学１回生 大学１回生 デザイナー 大学院Ｍ１ 大学２回生 大学１回生
(工業化学) (文学) (文学) (総合人間学) (情報学) (文学) (農学)

事例６ 19歳　女 20歳　男　 19歳　男 19歳　男　 21歳　男 19歳　女 21歳　女 20歳　女
大学１回生 大学２回生 大学１回生 大学２回生 大学２回生 大学１回生 大学２回生 大学２回生
(理学) (物理工学) (工業化学) (物理工学) (経済学) (農学) (法学) (文学)

グループＡ グループＢ
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全員大学で同じ部活に所属している１・２回生で顔見知りである。

全員同じ学部の１回生で、普段から仲がよい。

大学の同じ寮に住んでいる２回～４回生で、普段から仲がよい。

全員同じ学部の１回生で顔見知りである。

男性６人(Ｃ～Ｈ)は大学の同じ寮に住んでいる大学生および大学院生。女性２
人(Ａ、Ｂ)はよくその寮に顔を出し、他の６人と寮生同然の付き合いをしてい
る。

Ｂを除く７人は学部時代の同級生で顔見知り。特にＥ、Ｆ、Ｇの３人は普段か
ら仲がよい。ＡとＦ、ＤとＧ、ＥとＨはそれぞれ所属している研究室が同じ。
ＢはＥとＨが所属する研究室に来た留学生で、Ｅとは仲がよい。

被験者間の人間関係
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表1　被験者の属性および人間関係

図3　競合協調型の探索行動実験に使用した迷路とサイン
(８～15は向かい合わせに同じサインを２枚設置)

図4　協調型の探索行動実験に使用した迷路とサイン
(14～21は向かい合わせに同じサインを２枚設置)

ヘッドセット　　　　ＣＣＤカメラ

図 1　FreeWalk-VRML に
よる実験風景

図2　計算機の画面に表示さ
れる仮想現実空間

他の被験者のアバタおよびその表情

８人での探索行動実験の概要および誘導に用いられた言葉
－情報交換を伴う探索行動に関する研究　その３－

探索行動 情報交換 仮想現実空間
迷路 協調 誘導
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見した被験者ほど多くみられる傾向があるが、指示誘導に
関連する言葉はそのような傾向が明確でなく、むしろ被験
者個人の特性に依存していると思われる。
結語
　本論では、８人の集団での探索行動実験の概要を述べる
とともに、実験中他者の誘導に用いられた言葉について考
察を行った。その結果、吸着誘導と指示誘導は、集団での
使われ方に違いがあることが分かった。集団における誘導
行動のメカニズムの解明は、今後の課題としたい。
参考文献　1)鈴木利友, 岡崎甚幸：情報交換を伴う仮想迷路探索行動実験

日本建築学会計画系論文集, No.543, pp.155～162, 2001.5

かれたサインの場所に同じグループの人４人で集合して下
さい。一緒に探す、分かれて探すなど、探し方は自由です。
互いに見えている人どうしなら、同じグループの人だけで
なく、別のグループの人とも話をして構いませんが、見え
ていない人どうしでは話をしないようにして下さい。終了
の合図はこちらからします。」なお、先にゴールに集合した
グループの４人にはその場で静かに待つように指示する。
８人全員がゴールに到着した時点で実験終了の合図をする。
アンケート　実験終了直後全被験者に、以下の質問内容を
記したアンケートを配布する「今みなさんが歩いた迷路の
地図を、あなたが覚えている範囲で描いてみてく
ださい。また、あなたの印象に残った迷路の風景
があったら、それも描いてみてください。」アン
ケートはその場で記入してもらい、回収する。
3-2. 協調型の探索行動実験　用いた迷路を図4
に示す。８人の被験者のアバタは図Ｓの地点に向
かい合わせの状態で立つ。教示　「みなさんは今、
迷路の中に立っています。こちらが合図をしたら、
みんなで協力し合ってゴールと書かれたサインの
場所を探し、全員で集合して下さい。一緒に探す、
分かれて探すなど、探し方は自由です。制限時間
は５分とします。互いに見えている人どうしなら、
同じグループの人だけでなく、別のグループの人
とも話をして構いませんが、見えていない人どう
しでは話をしないようにして下さい。終了の合図
はこちらからします。また、先ほどの実験の後に
はアンケートを取りましたが、本実験の後にはア
ンケートを取りません」なお、実際には８人全員
がゴールに到着していない時点で実験終了の合図
をすることとし、実験開始後５分を経過しても実
験は続行する。
4. 協調型の探索行動実験における誘導
　今回行った協調型の探索行動実験では８人を
ゴールに集める必要がある。従来の４人の実験と
は異なり、先にゴールを発見した被験者は他者を
探し、ゴールへと誘導する必要があった。
　協調型の実験で先にゴールを発見した被験者が、
他者を誘導するために用いた言葉を表 2 に示す。
誘導行動には、自分自身への追従を指示する吸着
誘導行動と、目的地の方向を示す、または経路を
説明する指示誘導行動に分けられる。表2から、誘
導に用いられた言葉の多くは吸着誘導行動に関連
する言葉であり、特に「こっち」という言葉は繰
り返し用いられていることがわかる。指示誘導行
動に関連する言葉の頻度は少なく、その中でも迷
路の環境(分岐路またはサイン)が表現されている
ものはさらに少ないが、全く見られない事例はな
い。吸着誘導に関連する言葉は、早くゴールを発

Graduate Student, Graduate School of Engineering, Kyoto Univ., M. Eng.
Prof., Graduate School of Engineering, Kyoto Univ., Dr. Eng.
Graduate Student, Graduate School of Engineering, Kyoto Univ.

表2　協調型の探索行動実験において
　 　ゴールを発見した後の被験者が他者を誘導する際に用いた言葉

事例１ 事例２ 事例３ 事例４ 事例５ 事例６
Ｄ(24歳　男) Ｅ(19歳　男) Ｃ(21歳　女) Ａ(19歳　女) Ｇ(19歳　男) Ｆ（21歳　女)
こっちやで。 ゴールここやって。 来て。＊４ こっち。＊２
こっち。 これゴールやで。 私についてきて。 そっちじゃなくて左。

この先ゴールやで。 左曲がる。 こっち。＊２ 違う、左。
この先ゴールや。 左。 ここ。 左。

こっち。＊３ ここやねん、ゴール。 そこ、奥。 こっち来て。 戻って。
ここ、ここ、ここ。

そこを右。
ついてきて。

私の方に来て。 こっち。＊３ ここ。
私の方に来て。 ゾウ。 ついてき。
こっち。＊２ こっち
こっち、ゴール。 こっちでね。

こっち。＊２
こっちでね。 もっと進んで。

私の方に。
私の方。
私の方がゴール。 そっち。＊２ 左。
こっち。＊２ こっち。＊１２
行きましょう。
こっちです。＊２

Ｇ(23歳　女) Ａ(19歳　男) Ｄ(20歳　女) Ｆ(20歳　女) Ｅ(20歳　男) Ｅ(19歳　男)
こっちやで。 ゴールここだぞ。 こっち。 左。 こっちです。
こっち。＊２ ゴールこっち。 あたしについてきて。 こっちっすよお。
こっちやで。 奥。＊２ こっち。 こっちだって。
こっち。＊２ こっちよ。
みんなについてきて。
こっち。＊２
こっちやで。 こっち。＊２

ゾウの方行ってよ。 ゾウさん。
ゾウさんの方。
○○さんのいる方。＊ こっちのゾウの方に。
こっち。＊３
ゾウさん。＊２
このゾウさんを、○○
さんから見て左。
こっち。＊２ ここ左行って。
ついてきてくれい。 こっちの方。
ついてきてね。 そのまま行けば。
こっち。＊５ こっちです。
ついて来るべし。

Ｈ(24歳　男) Ｂ(19歳　男) Ｂ(22歳　女) Ｅ(19歳　男) Ａ(25歳　女) Ｂ(21歳　男)
これがゴール。 こっち。＊１０ こっち来たらいいで。 こっちです。
ついてこや。
ゾウさんで曲がる。

ゾウの方来て。 こっち来て。
白い人いる方。
白い人のいる方に来て
くれ、黒い人と。
こっち行ったらいいん
だよ。
こっち行ったら、う
ん。
こっちやで。
こっちに来て。
こっちに行くと、着く
よ。
こっち来たらいいよ。
こっちに来たらいい
よ。
来て。＊２

ゴ
ー
ル
を
発
見
し
た
順
番

こっちの、ゾウの絵が
あるじゃないですか。
こっちの方来てくださ
い。

ゾウの方に来て下さ
い。

この白い人が見える方
に来てよ。

1

2

3

このタマネギのところ
を曲がる。

こっちの方来てくださ
い。ゾウ行って、ナシ行っ

て、適当。

そのまんま、進んでく
ださい。

そこに見えとるタマネ
ギ、ゴール。

タマネギを、タマネギ
方向正面に、えー、タ
マネギ、タマネギを正
面に、えー、行きま
す。

そこ、そこをこう、つ
いてきて。

左に行って、私が入っ
てったところをついて
来てくれれば、ゴー

ゴール、ゴール、こ
こ。 その奥を左行って下さ

い。こっちついてきてくれ
りゃいい。 そのまままっすぐ行っ

て下さい。みなさん、ゾウさんで
すよ、ゾウさん。 こっちの方にゴールあ

りました。

そのまま、先に進んで
ください、ゴールで
す。

ここの奥がゴールだっ
たよ。

交差点で、ゾウさん、
えーと、ゾウさん方向
へ行って下さい。
ゾウさん方向へ曲がっ
てください。

こっちにゴールがあっ
たよ。

こちら、こちら方向
ゴールです。
僕の、僕の後方にゴー
ルがありました。＊２

黄色い人についてき
て。

そこをね、回って、
まっすぐ行ったところ

ゾウさん方向へ来てく
ださい。

戻って、で、そこを
右。

ゾウ行ってナシ行っ
て。
ゾウ、ゾウの方に行っ
て下さい。
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Ｆ(23歳　女) Ｃ(20歳　男) Ｈ(22歳　女) Ｃ(20歳　男) Ｃ(21歳　男) Ｇ(19歳　男)
タマネギ。＊４ ついてきて。＊２
右向け、右。 赤についてきてよ。
こっち。 ここ。＊２
俺がいる方。＊２ 来い。＊７
こっちゴールや。 こっち。＊４
こっちゴール。 来い、早く、早く。
こっち。 来い。＊６
俺についてこい。
ゴール、ゾウの方行っ
て。
ゾウ行って。
で今度タマネギで曲が
る。

5 Ｃ(24歳　男) Ｄ(20歳　男) Ｆ(21歳　女) Ｈ(19歳　男) Ｄ(25歳　男) Ｄ(19歳　女)
Ｅ(24歳　女) こっち。＊４ 俺が見えたら終わり。

俺ついてきて。
曲がるの、ゾウのとこ
やで。
Ｆ(19歳　男) Ｅ(22歳　女) Ｄ（20歳　男) Ｆ(21歳　男) Ａ(19歳　女)
こっち来い。 ミルク戻って。
後ろ向け。＊３ ミルクから。
早く後ろ向け。
後ろ向けっちゅーね
ん。
くっついて来い。
パイナップルのとこ
ろ、左に曲がればゴー
ルや。

Ｆ（23歳　女) Ｇ(19歳　男) Ａ(20歳　女) Ｇ(19歳　男) Ｂ（35歳　女) Ｃ(20歳　男)
こっち。

注) 明朝体は吸着誘導に関連する会話、ゴシック体は指示誘導に関連する会話、斜体はその中で環境を表現しているものを示す。
同じ言葉を連続して用いた場合は＊の後に回数を付した。
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